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＜連絡事項＞
庶務チームより
・本日2/3（土）、馬渡Dr、出張の為、終日不在となります
・昨日新しく北病棟ホールのテレビが設置されました。
　
＜患者様連絡事項＞
・冨田　幸生様～・10:00療養環境変更目的にて東病棟Bユニット2号室にから転入となっている。咽頭痛持続と眠気を言い昼食不食されている。
・石切　久様～9：40青山荘体験利用の為、スタッフ送迎で外出に行かれている。スタッフ付き添いで青山荘体験利用から戻られている。1度青山荘に入所した事があるため日中の体験利用は今回で終了。次回は2/12（月）9:30～2/13（火）15：00で外泊訓練予定。

今後の流れとして　外泊訓練→サービス担当者会議→入記入していただたい書類としてお預かりしたもの

・青山荘サービス利用申込書・希望調査票（家族記入）・医師の意見書
　　　　　　　外泊時はお金3.691円と上記記入した書類も添えて持参して欲しいとの事です。
・吉田　守幸様～本日の夕から臨時薬継続でＰＬ配合顆粒　1ｇ／包 3 包 1日3回毎食後　3日分処方となる。
＜要注目患者＞　
・小笠原　文人様～深夜帯で尿失禁後覚醒。以後再入眠出来ず洗面所で独語、自室で足音を立てて同室者に迷惑行為見られスタッフが訪室するとベッド上臥床して眠っているふりをしている状況が続き浅眠。朝食後薬服用から昼食前まで寝ている。眠気が増強の為、昼食摂取は時間要し、服薬の声掛け再三するがこれず、介入にて服用。以後は自室で休まれ15：00頃から活動されている。
・吉田　守幸様～深夜の5：30頃体温39.8℃、脈拍 136回/分、血圧122/76mmHg、酸素飽和濃度93％四肢冷感なし。発熱時カロナール（200）2T与薬。湿性咳嗽著明。ゼリーイオン飲料にて水分補給1時間後に自力で起床してホールに向かって歩いてくる。歩行中、両鼻腔より出血あり、自室に誘導し安静臥床を促す。自力排痰困難で、口腔内に血痕貯留、喀痰吸引器使用意識レベル問題なく経過。体温37.4～37.7℃と発熱にてクーリング交換のため身体に触れると「痛い。何するんだよ」」と怒り口調で対応。せつめいにも「いらねい」と暴言も聞かれていた。各食は2/3～1/3介助するが見せ込みみられるクーリングも自ら除去し床に散乱。14：00体温36.6℃、脈拍86回/分、血圧108/69㎜Hｇ、酸素飽和濃度97％キープ痰鳴ないため様子観察。
・冨田　幸生様～10:30療養環境変更目的にて東病棟Bユニット2号室に転入となっている。
　　　　　　　　転入後、咽頭痛訴えているが発熱なし。眠気を訴え昼食は不食し服薬も飲み忘れあり、介入にて服用。妄言等は聞かれず自室で過ごす。
＜環境整備状況評価＞
環境整備チェックシートに沿って各勤務帯で掃除等が行われているが、出来ないか箇　　　　　　　所は各勤務帯のスタッフの補いで出来ている。

＜外出プログラム評価＞
担当スタッフと相談してよこまちストアへ買い物に行く日を設定していかれていた。初回は、レジでの金銭支払いが身についてい為、セルフ支払いに戸惑っていたが現在は問題なくスタッフの見守りでできていた。
